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エレクトロニクスが電流の制御に基づいて体系化されたように、スピントロニクスの発展には

スピン流の生成・検出・制御技術の拡充が必須であり、世界中で盛んに新しいスピン流物性の開

拓が行われている。このような状況の中、これまでに我々は熱流によるスピン流生成：スピンゼ

ーベック効果[1]や音波注入によるスピン流生成：音響スピンポンピング[2]に関する検出実験や物

理原理について報告を行ってきた。スピンゼーベック効果や音響スピンポンピングは強磁性体/常

磁性体接合において発現し、強磁性体中の非平衡磁化（マグノン）ダイナミクスによって常磁性

体層にスピン流が生成される[3]。これらの現象に関する一連の研究で明らかになった原理を用い

れば、磁気共鳴現象を介すること無く、様々な外部摂動からスピン流を生成することができる。 

本講演では、最近我々が観測に成功した「表面プラズモンによるスピン流生成効果」について

報告する[4]。この現象は、常磁性金属/フェリ磁性絶縁体/金属微細複合構造に表面プラズモン共

鳴条件を満たす光を照射することにより発現し、可視光-スピン流変換を可能にする。本研究では、

生成されたスピン流の光波長依存性、光強度依存性、磁場依存性、試料構造依存性を系統的に測

定することにより、表面プラズモンによって誘起されたスピン流信号を試料の発熱に由来する信

号（スピンゼーベック効果）から明確に分離することに成功した。 
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